
















































































































運動を理解する “In Silico” の研究への適用
などである。また，現在では非常に難しい莫
大な数の塩基やアミノ酸列を整列化するため
に，量子アルゴリズムを使うことが考えられ
る。
適応力学から
量子生命情報学の確立を目指して
量子生命情報学の基礎付けには，大矢先生
による新たな哲理「さまざまな科学における
理解は，理解されるもの（観測量）とその方
法（測定法）とが分離不可能であること，し
たがって，ものの存在の理は “あるもの” と
それを “あらしめるもの” を包摂したもので
なければならない」に基づく “適応力学” が
基本的な役割を果たす。
この適応力学には，観測量適応力学と状態
適応力学という２つのタイプがあり，観測に
関わる意志の形やそれを絡ませた認識のあり
方などを論ずることができる。生命情報・量
子情報・数理情報を横に繋ぐ理論的基礎付け
をあたえる適応力学をベースとして，本特集
の研究と関連を持ち「量子生命情報学」の構
築を目指す。
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図２　適応力学の相関図
